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イオンモール倉敷
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基準年度（平成

別紙

温室効果ガス排出削減計画

県内の
主　な
工場等

所　　在　　地工場等の名称

業種名：69

岡山市北区下石井1丁目2番1

①

②

台）

③CO2換算3,000t以上①燃料等原油換算1,500kℓ以上

（●工場等の数

イオンモール倉敷

主たる業種

イオンモール岡山

事業の
概　要

番号

ショッピングセンターの運営管理

不動産賃貸業・管理業

倉敷市水江1番地

分類
コード

5%未満20～15% 15～10%

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

10～5%
削減目標

【イオンモール岡山】平成26年度のＣＯ２排出量は、平成26年12月～平成27年3月までの4ヶ月の実績となります。開業が
平成26年12月ですので、上記の4ヶ月を勘案し平成27年度の排出量は10,101ｔＣＯ２と想定しています。また、年１％の削
減率（3ヵ年3％）を目標として平成29年の排出量を9,798ｔＣＯ２としております。削減量としては、インバーター等の省
エネ設備を既に導入しているため、運用面での削減を目標として年1％としています。

【イオンモール倉敷】平成26年度実績にて、平成24年度基準値の5.5％を達成しましたが、冷夏の影響及び平成23年度増床
工事による設備容量増も考慮し継続の計画と致します。

ベンチマーク

【目標削減率設定の基本的な考え方】

対象事業の名称 達成率(%)ベンチマーク指標

0.037

関連数値（平成 年度）

（該当事業者のみ記入）

千㎡×ｈCO2 /

原単位当たり排出量

0.036
基準年度

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

ｔCO2

千㎡×ｈCO2 /

目標削減率

（原単位基準
の削減目標を
選択した場合
に記入）

売場面積×営業時間

目標年度

26

ｔCO2

※　「計画期間」欄には，５箇年度以内で特定事業者が定める期間を記入する。　
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氏
　
名

住
　
所

イオンモール岡山

イオンモール株式会社

（法人にあっては名称）
261-8539

本票作成

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

千葉県千葉市美浜区中瀬1丁目5番１

3

年度）の排出量

29

ｔCO2

基準年度（平成 26

年度

いずれか
を選択

5,814

年度

番号

①

9,304

(

総排出量基準

原単位基準

27平成

20%以上

所

15,438排出量

温室効果ガス

特定事業者
の該当要件

計画期間

○

年度）

② イオンモール岡山 3,490

ｔCO2



【イオンモール岡山】ゼネラルマネージャーを推進体制の責任者、オペーレーションマネジャーを推進者とし
まして、省エネルギー推進委員会を開催致します。

【イオンモール倉敷】引続き省エネ委員会を継続開催致します。

　 無

　 無

　 無

【排出量削減のためのこれまでの主な取組】

その他

その他

県内で
の取組

イオンモール岡山

イオンモール倉敷

県内で
の取組

【再生可能エネルギーの導入計画】

【AM岡山】毎月11日をクリーン＆グリーン活動の日として店舗周辺の清掃作業を実施しており
ます。
【AM倉敷】飲食店で使用済みの「割り箸」を回収して、リサイクルを行う。

【目標削減率達成のための推進体制】

【計画期間中に目標削減率を達成するために実施する措置】

工場等の名称 取組内容

初年度のため、実績がございません。

（26年度実施分）①ゴミ庫へ分別指導員の配置②空調フィルターの洗
浄の徹底③既存空調機の順次更新④トップライトへの防炎シート設置
による冷房負荷の低減

【森林保全等吸収源対策への取組計画】

工場等の名称 措置内容

イオンモール岡山

イオンモール倉敷

中間期における外気の活用
外気調整機の季節ごとの周波数の設定
駐車場スロープの日中の一部照明の消灯
空調機のフィルターの定期的な清掃
空調機のフィンの定期的な清掃

26年度実施取組みに加え、館内照明のLED化を検討している

【AM岡山】・環境省主催のライトダウンキャンペーンへの参加
　　　　　・節水シール、消灯カードの掲示実施
　　　　　・クールビズ運動の推進実施
　　　　　・テナント従業員に対する環境教育実施（廃棄物、ＩＳＯ14001関連）
　　　　　・環境マネジメントシステムの実践
【AM倉敷】・ブラックイルミネーション活動への参加
　　　　　・節水シール、消灯カードの掲示実施
　　　　　・テナント従業員に対して環境教育
　　　　　・環境マネジメントシステムの実践
【計画書変更】イオンモール岡山は平成26年12月に新しくオープンし、排出量が増加すると見込む為、計画書を変更させていただき、評
価基準も総排出量基準から原単位基準に変更させていただきます。

【その他特記事項】

有　


